
育
て
や
仕
事
に
追
わ
れ
る

働
き
盛
り
の
30
～
40
代
で

既
に
親
の
介
護
が
始
ま
っ
て
い
る

と
い
う
人
は
、
茨
城
県
内
で
２
万

人
以
上
（
平
成
29
年
就
業
構
造
基

本
調
査
よ
り
）。

　
２
０
２
５
年
は
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
を
迎
え
、
医
療
費
や
社

会
保
障
費
が
急
増
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
４
０
年
に
は
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
へ
。
親
が
、
そ
し
て
自

分
自
身
が
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

時
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
―
。

　
今
回
は
、
働
き
盛
り
と
言
わ
れ

る
世
代
の
皆
さ
ん
に
こ
そ
、
知
っ

て
ほ
し
い
介
護
の
お
話
し
で
す
。

在
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
ひ
ま
わ
り
の
館
内
に

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

認
知
症
や
介
護
予
防
、
成
年
後
見

制
度
の
啓
発
な
ど
幅
広
い
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
市

内
全
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
が
、
よ
り
き
め
細
か
な
支

援
を
行
う
た
め
に
、
市
内
６
か
所

に
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
は
介
護
老
人
保
健
施
設
な

ど
に
民
間
委
託
し
、
介
護
に
携
わ

る
専
門
的
な
職
員
が
配
置
さ
れ
、

主
に
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

---------------------------------

取
り
組
み
そ
の
１

家
族
介
護
者
の
交
流
会 

　
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
人
を
対

象
に
食
事
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
介
護
か
ら
一
時
的
に
離
れ
、

家
族
介
護
者
同
士
で
交
流
の
場
を

持
つ
こ
と
で
、悩
み
を
話
せ
た
り
、

情
報
交
換
で
き
た
り
と
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

取
り
組
み
そ
の
２

介
護
予
防
教
室 

　
公
民
館
な
ど
で
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
や
認
知
症
予
防
の
た
め

の
講
話
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
そ
の
３

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

　
 

高
齢
者
世
帯
の
個
別
訪
問 

　
高
齢
者
の
家
を
訪
問
し
、
心
身

機
能
の
状
態
を
確
認
し
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

---------------------------------

　
こ
の
よ
う
に
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
介
護
す
る
家
族
や
在

宅
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
う
高

齢
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
な
ど
は
市
内
20
か

所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
35
・
１
１
２
７

子 働
き
盛
り
世
代
に
こ
そ

  
知
っ
て
ほ
し
い
「
介
護
の
話
」

家
族
の
介
護
が
始
ま
る
。
そ
の
前
に
―

　

県
内
で
働
き
な
が
ら
介
護
を
し
て
い
る
人
は

７
万
７
０
０
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
の
３
割
の
約
２
万
人
が
、
実
は
30
～

40
代
の
働
き
盛
り
世
代
で
し
た
。

広報いしおか８月 15 日号　№３３３ 　　２　　　　　　　

大
切
な
の
は
、
高
齢
者
が

外
に
出
か
け
て
行
く
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」

　
石
岡
市
で
は
在
宅
で
暮
ら

す
高
齢
者
や
介
護
す
る
家
族

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
よ
う
な

場
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
毎
月
偶
数

月
の
第
３
火
曜
日
に
支
所
２

階
で
行
っ
て
い
る
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
「
結ゆ

い

」
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て

幅
広
い
世
代
が
集
ま
れ
る
よ

う
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
上
段
で
、
紹
介

し
た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
在
介
）
の
行
う
介
護

予
防
教
室
も
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
づ
く
り
の
例
の
一
つ
。

健
康
維
持
に
関
す
る
お
話
し

と
体
操
で
１
時
間
程
度
の
教

室
は
、
小
学
校
区
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
る
の
で
、
距
離
的

に
も
時
間
的
に
も
気
負
わ
ず

に
参
加
で
き
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
年
齢
を
重

ね
、
身
体
機
能
や
認
知
機
能

の
衰
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な

る
と
、
外
に
出
て
人
と
会
話

す
る
の
に
前
向
き
に
な
れ

な
い
こ
と
も
…
。
そ
こ
で
目

下
の
課
題
は
、
集
ま
る
場
を

つ
く
る
だ
け
で
な
く
「
そ
の

よ
う
な
場
に
行
く
き
っ
か
け
」

を
つ
く
る
こ
と
。
現
在
、
市

で
は
民
生
委
員
や
在
介
職
員
、

地
域
住
民
と
連
携
し
て
、
そ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
↖

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
予
防
教
室
の
現
場
か
ら



●やさと　
　前沢さん 
　℡ 43-0811 

（担当）小桜・小幡・吉生・
        柿岡・葦穂小学区

●八郷プロバンス　
　細谷さん
　℡ 44-3221 

（担当）瓦会・恋瀬・林・
   東成井・園部小学区

●石岡市医師会
　豊﨑さん 
　℡ 35-2230

（担当）石岡小学区

●ねあたり　
　中江さん 
　℡ 27-6003 

（担当）北・府中小学区

●あいあい　
　中村さん 
　℡ 28-3737

（担当）東・杉並小学区
 

●センチュリー石岡　
　竹越さん
　℡ 27-0001

（担当）南・高浜・三村・
　　　  関川小学区

▲国府地区公民館で行われている介護予防教室には 40 人
以上が参加しています。6 月 14 日に参加した浅野光子さ
んはなんと大正 12 年生まれの 96 歳（写真中央）。この日は、
1 年ぶりの参加で、近所の友人と一緒に会場までやってき
ました。背筋も伸びて若々しい姿に、会場からは拍手が起
こりました。

みんなで備える
　　  人生 100 年時代

▶認知症と在宅医療をテーマに
した 2 部構成の講座です（プラ
チナポイント対象事業）。

（前半）石岡市キャラバンメイ
トによる認知症サポーター養成
講座。認知症の病気の特徴や支
援者の心構えを学びます。 

（後半）せせらぎ在宅クリニッ
ク院長清水亨医師による在宅医
療の講話 。

日時：9 月 21 日土
　　　午前 10 時～正午
場所：ふれあいの里石岡
　ひまわりの館ふれあいホール 
定員：200 人（先着順） 
申込期限：9 月 17 日火
※前半・後半通して参加できる
市内在住・在勤者が対象です。
問市地域包括支援センター 
　℡ 35-1127 

-----------------------------------
今後の市民講座
▶ 10 月～ 12 月は、臨床心理士
や弁護士などの専門家を招い
て、認知症と権利擁護をテーマ
に講座を実施予定です。

働く世代にこそ聞いてほしい
土曜日開催の市民講座

自分や大切な
人がもしもの
時に何を選ぶ
のか、自己決
定の大切さを
訪問診療医の
立場から講演
します。 

　　　　　　　３ 　　広報いしおか８月 15 日号　№３３３

在宅介護支援センター の担当者をご紹介します
　在宅介護支援センターは、在宅で暮らす高齢者を支援すると
ころで、介護予防教室を開催するほか、介護者の介護疲れを回
避するため、家族介護者の交流会なども行っています。
　不安なことがあったら、あなたのお住まいの地区の職員にお
気軽にお電話ください。

8 月 24 日土（午前 9 時～正午）、ひまわりの館で、介護のヒントが盛りだくさんの「いしおか介護フェス」開催！

講師の清水亨氏


